
(57)【要約】

【課題】　従来技術では、前記各節輪の回転支点により

各四方向に決まっており各四方向の中間方向に回転運動

をさせたい場合、操作にスムーズさを欠く欠点がある。

また従来技術では、操作ワイヤの本数が４本以上必要で

あるが、本発明では牽引ワイヤの本数を４本から３本に

減らすことにより、その空間を利用して湾曲部の細径化

と内臓部の高密度化とを実現することができる。さらに

従来の機構に比べワイヤの張りの調節が飛躍的に簡素に

なる。

【解決手段】　本発明は、自在継ぎ手の構造により回転

支点から各四方向ではなく全方向へのスムーズな回転運

動を可能にしているまた、前記全方向への回転運動が可

能になっている為、操作ワイヤの本数が従来では、四方

向に各一本必要であった操作ワイヤが本発明では、全方

向へのスムーズな回転運動を可能にしている為操作ワイ

ヤが三本で全方向への回転運動をさせる事が出来る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 の 先 端 に 配 置 さ れ た 第 一 の 可 動 部 品 の 端 面 と 第 二 の 可 動 部 品 の 端 面 は 自 在 継 ぎ 手 構 造
の 関 節 に な っ て お り 前 記 管 と 第 一 の 可 動 部 品 と 第 二 の 可 動 部 品 を 挿 通 配 置 さ れ た 第 三 の 操
作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進 退 運 動 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 一 と 第 二 の 可 動 部 品 が 屈 曲 運 動 す
る 内 視 鏡 首 振 り 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 請 求 項 １ の 機 構 に よ り 前 記 第 一 の 可 動 部 品 と 第 二 の 可 動 部 品 を 挿 通 配 置 さ れ た 第 三
の 操 作 ワ イ ヤ ３ 本 を 軸 線 方 向 に 進 退 運 動 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 一 と 第 二 の 可 動 部 品 が 屈
曲 運 動 す る 内 視 鏡 首 振 り 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 に 関 す る
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 種 類 と し て 、 例 え ば 医 療 用 や 工 業 用 が あ る 。 医 療 用 内 視 鏡 は 、 体 内 に 細 径 の 挿
入 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 例 え ば 体 腔 内 の 臓 器 を 観 察 等 す る た め に 用 い ら れ て い る 。 一
方 、 工 業 用 内 視 鏡 は 、 タ ー ビ ン 、 ボ イ ラ ー 、 科 学 プ ラ ン ト 等 の 配 管 、 自 動 車 エ ン ジ ン 等 の
内 部 の 観 察 や 検 査 等 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 こ れ ら の 内 視 鏡 は 、 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 部 近 傍 に 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を
備 え て い る 。 こ の 湾 曲 部 で は 、 軸 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 節 輪 が 直 列 に 並 設 さ れ て い る 。 前 後
の 節 輪 間 は リ ベ ッ ト に よ っ て 湾 曲 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 節 輪 の 内 空 に は 、 ワ イ ヤ
挿 通 部 が 突 設 さ れ て い る 。 こ の 挿 通 部 に は 牽 引 ワ イ ヤ が 挿 通 さ れ 、 内 視 鏡 の 手 元 側 の 操 作
部 に は 湾 曲 操 作 機 構 が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 湾 曲 操 作 機 構 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ が 連 結 さ れ 、
湾 曲 操 作 機 構 に は 湾 曲 ノ ブ が 配 設 さ れ て い る 。 湾 曲 ノ ブ を 操 作 す る こ と に よ り 、 牽 引 ワ イ
ヤ の 一 端 を 進 退 運 動 さ せ て 、 上 下 左 右 方 向 の 所 望 の 方 向 に 湾 曲 す る こ と が で き る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の 湾 曲 部 は 節 輪 内 空 の 有 効 な 断 面 積 を 広 げ る た め に 、 例 え ば 特 開 昭 ６ ２ － １
９ ２ １ ３ ４ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 技 術 は 、 節 輪 内 空 の リ ベ ッ ト の 頂 部 を 避 け る 位 置 に ワ
イ ヤ 挿 通 部 を 設 け 、 か つ 、 節 輪 内 空 に 突 出 す る 突 出 部 が で き る だ け 小 さ く な る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 実 開 昭 ６ ０ － １ ９ ０ ３ ０ １ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 技 術 は 、 リ ベ ッ ト で 連 結 さ れ
る 連 結 部 を 挿 入 部 外 径 方 向 に 突 出 さ せ て い る 。 そ し て 、 節 輪 内 側 に リ ベ ッ ト 頂 部 が 突 出 す
る こ と を 防 止 し て 挿 入 部 外 径 の 細 径 化 と 内 蔵 物 の 高 密 度 充 填 を 両 立 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ６ １ ０ ３ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 技 術 で は 、 可 撓 性 を 有 す る
挿 入 部 の 湾 曲 部 に 複 数 の 節 輪 が 直 列 的 に 並 設 さ れ て い る 。 各 節 輪 に は 、 ワ イ ヤ 挿 通 部 お よ
び 回 動 支 点 と な る 隆 起 部 が 形 成 さ れ て い る 。 各 節 輪 の ワ イ ヤ 挿 通 部 に は 、 操 作 ワ イ ヤ が 挿
通 さ れ て い る 。 そ し て 、 節 輪 の 隆 起 部 が 隣 接 す る 節 輪 に 順 次 当 接 さ れ て 、 節 輪 同 士 の リ ベ
ッ ト に よ る 連 結 を な く し た も の で あ る 。 こ の 技 術 に よ れ ば 、 従 来 は 節 輪 内 に 突 出 し て い た
リ ベ ッ ト 頂 部 な ど の 接 合 部 を 必 要 と し な い の で 、 そ の 空 間 を 利 用 し て 飛 躍 的 に 挿 入 部 の 細
径 化 と 内 蔵 物 の 高 密 度 化 と を 実 現 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 操 作 性 の 良 い 内 視 鏡 を 提
供 す る こ と が 実 現 で き て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ０ － １ ９ ０ ３ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ６ １ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ４ ０ １ ９ 号 広 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 技 術 で は 、 前 記 各 節 輪 の 回 転 支 点 に よ り 各 四 方 向 に 決 ま っ て お り 各 四 方 向 の 中 間 方
向 に 回 転 運 動 を さ せ た い 場 合 、 操 作 に ス ム ー ズ さ を 欠 く 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 従 来 技 術 で は 、 操 作 ワ イ ヤ の 本 数 が ４ 本 以 上 必 要 で あ る が 、 本 発 明 で は 牽 引 ワ イ ヤ
の 本 数 を ４ 本 か ら ３ 本 に 減 ら す こ と に よ り 、 そ の 空 間 を 利 用 し て 湾 曲 部 の 細 径 化 と 内 臓 部
の 高 密 度 化 と を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ の 本 数 を ４ 本 か ら ３ 本 に 減 ら す こ と に よ り 従 来 の 機 構 に 比 べ ワ イ ヤ の
張 り の 調 節 が 飛 躍 的 に 簡 素 に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 自 在 継 ぎ 手 の 構 造 に よ り 回 転 支 点 か ら 各 四 方 向 で は な く 全 方 向 へ の ス ム ー ズ
な 回 転 運 動 を 可 能 に し て い る
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 全 方 向 へ の 回 転 運 動 が 可 能 に な っ て い る 為 、 操 作 ワ イ ヤ の 本 数 が 従 来 で は 、
四 方 向 に 各 一 本 必 要 で あ っ た 操 作 ワ イ ヤ が 本 発 明 で は 、 全 方 向 へ の ス ム ー ズ な 回 転 運 動 を
可 能 に し て い る 為 操 作 ワ イ ヤ が 三 本 で 全 方 向 へ の 回 転 運 動 を さ せ る 事 が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 わ る 内 視 鏡 首 振 り 機 構 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 ワ イ ヤ 均 等 負 荷 時 概 観 図 、 図 ２ は 本 発 明 に か か わ る
首 振 り 装 置 ワ イ ヤ ３ ａ 引 き 込 み 時 概 観 図 （ 首 振 り 運 動 時 ） 、 図 ３ は 本 発 明 に か か わ る 首 振
り 装 置 原 理 略 図 、 図 ４ は 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 部 分 部 品 個 別 図 面 、 図 ５ は 本 発 明 に
か か わ る 首 振 り 装 置 部 分 立 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ の フ レ キ チ ュ ー ブ 符 合 ８ 内 を カ メ ラ ケ ー ブ ル 符 合 ７ と 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ が 挿 通 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 前 記 カ メ ラ ケ ー ブ ル 符 合 ７ は フ レ キ チ ュ ー ブ 符 合 ８ 端 部 に 配 置 さ れ た フ レ キ チ ュ
ー ブ 固 定 金 具 符 合 ５ 内 を 挿 通 し 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ は フ レ キ チ ュ ー ブ 固 定 金 具 符 合 ５
に 軸 線 か ら あ る 間 隔 離 れ て 配 置 さ れ た 穴 を 挿 通 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 カ メ ラ ケ ー ブ ル 符 合 ７ は 第 一 の 可 動 部 品 凸 符 合 １ と 第 二 の 可 動 部 品 凹 符 合 ２ の 中 心
に 配 置 さ れ た 穴 を 交 互 に 複 数 挿 通 し 、 最 後 に 前 記 第 一 の 可 動 部 品 凸 符 合 １ を 挿 通 し た 後 、
Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 部 固 定 金 具 符 合 ６ を 挿 通 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 部 符 合 ４ 内 に 入 り Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 図
外 及 び Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 装 置 図 外 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ は 、 前 記 第 二 の 可 動 部 品 凹 符 合 ２ に 軸 線 か ら あ る 間 隔 離 れ て 配 置
さ れ た 穴 の み を 複 数 挿 通 し 、 前 記 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 部 固 定 金 具 符 合 ６ に 軸 線 か ら あ る 間 隔 離 れ
て 配 置 さ れ た 穴 を 挿 通 し 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に お け る 動 作 方 法 に 付 い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ で は 前 記 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ の ３ 本 の ワ イ ヤ （ 図 ５ に お け る 上 部 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合
３ ａ 下 部 手 前 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｂ 下 部 奥 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｃ ） が 、 前 記 図 １ で は
均 等 に 引 っ 張 り 荷 重 が 掛 か 前 記 下 部 手 前 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｂ 下 部 奥 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符
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合 ３ ｃ っ て い る 状 態 を 示 し て い て 軸 線 方 向 に 向 い て い る
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ で は 、 前 記 図 ５ に お け る 上 部 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ａ の み に 引 っ 張 り 荷 重 が 掛 か っ
て 、 前 記 下 部 手 前 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｂ 下 部 奥 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｃ に は 引 っ 張 り 荷
重 が 掛 か っ て い な い 為 に 前 記 第 一 の 可 動 部 品 凸 符 合 １ と 第 二 の 可 動 部 品 凹 符 合 ２ は 順 次 上
方 向 に 屈 曲 運 動 し て い く 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 下 部 手 前 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｂ も し く は 下 部 奥 方 向 操 作 ワ イ ヤ 符 合 ３ ｃ
の ど ち ら か に 順 次 引 っ 張 り 荷 重 を 掛 け て 行 く と 全 方 向 に 同 程 度 の 屈 曲 運 動 を ス ム ー ズ に し
て い く 特 徴 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 従 来 技 術 で は 、 牽 引 ワ イ ヤ の 本 数 が ４ 本 以 上 必 要 で あ る が 、 本 発 明 で は 牽 引 ワ イ ヤ
の 本 数 を ４ 本 か ら ３ 本 に 減 ら す こ と に よ り 、 そ の 空 間 を 利 用 し て 湾 曲 部 の 細 径 化 と 内 臓 部
の 高 密 度 化 と を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 牽 引 ワ イ ヤ の 本 数 を ４ 本 か ら ３ 本 に 減 ら す こ と に よ り 従 来 の 機 構 に 比 べ ワ イ ヤ の
張 り の 調 節 が 飛 躍 的 に 簡 素 に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 医 療 用 内 視 鏡 及 び 工 業 用 内 視 鏡 首 振 り 装 置
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 ワ イ ヤ 均 等 負 荷 時 概 観 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 ワ イ ヤ ３ ａ 引 き 込 み 時 概 観 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 原 理 略 図
【 図 ４ 】 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 部 分 部 品 個 別 図 面
【 図 ５ 】 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 部 分 部 品 個 別 図 面
【 図 ６ 】 本 発 明 に か か わ る 首 振 り 装 置 部 分 立 体 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 　 　 第 一 の 可 動 部 品 凸
２ 　 　 　 第 二 の 可 動 部 品 凹
３ 　 　 　 操 作 ワ イ ヤ
４ 　 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 部
５ 　 　 　 フ レ キ チ ュ ー ブ 固 定 金 具
６ 　 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 部 固 定 金 具
７ 　 　 　 カ メ ラ ケ ー ブ ル
８ 　 　 　 フ レ キ チ ュ ー ブ
３ ａ 　 　 上 部 方 向 操 作 ワ イ ヤ
３ ｂ 　 　 下 部 手 前 方 向 操 作 ワ イ ヤ
３ ｃ 　 　 下 部 奥 方 向 操 作 ワ イ ヤ
６ １ ａ 　 操 作 ワ イ ヤ ３ 固 定 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(5) JP 2005-253900 A 2005.9.22



专利名称(译) 内视镜首振り装置

公开(公告)号 JP2005253900A 公开(公告)日 2005-09-22

申请号 JP2004111570 申请日 2004-03-10

[标]申请(专利权)人(译) 日本藤田

申请(专利权)人(译) 藤田株式会社日本

[标]发明人 戸田知雄

发明人 戸田 知雄

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.310.A G02B23/24.A G02B23/24.B A61B1/008.510 A61B1/008.511 A61B1/008.512

F-TERM分类号 2H040/BA21 2H040/DA14 2H040/DA19 2H040/GA02 4C061/FF32 4C061/HH32 4C061/HH38 4C161
/FF32 4C161/HH32 4C161/HH38

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过利用拉线数量减少到四到三的空间来实现具有高密
度的弯曲部分和内部部分的减小的直径，涉及内窥镜装置。 
ŽSOLUTION：万向节可以从旋转支架平滑地旋转，而不是在每个四个方
向上，而是在所有方向上通过其结构。如上所述，允许在所有方向上的
旋转运动，使得尽管传统上需要在四个方向上的每一根操作线，但是由
于在所有方向上的平滑可旋转运动，仅需要三条操作线以在所有方向上
进行旋转运动。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d52ba14b-11ef-4a62-a3d6-a3ffdf2e1ace
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035080197/publication/JP2005253900A?q=JP2005253900A

